
を
受
け
る
に
お
い
て
は
協

会
認
定
の「
栄
養
経
営
士

テ
キ
ス
ト（
全
６
巻
）」（
日

本
医
療
企
画
）で
の
自
学

自
習
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
日
々
の
業
務
の

な
か
で
自
分
で
学
習
す
る

時
間
が
取
れ
な
い
こ
と

が
、
試
験
合
格
へ
の
大
き

な
壁
と
な
っ
て
い
た
。

表　「栄養経営士」資格認定研修カリキュラム
科目 単元 講師 時間数

病棟業務
マネジメント

管理栄養士の役割とNST
真壁 昇
日本栄養経営実践協会理事
関西電力株式会社 関西電力病院
栄養管理室室長

6h静脈栄養管理と経腸栄養管理

褥瘡管理

コスト
マネジメント

コスト管理 大谷 幸子
日本栄養経営実践協会理事
大阪樟蔭女子大学健康栄養学部
健康栄養学科教授

4h
グローバルコスト

組織マネジメント
リーダーシップ論 宮澤 靖

日本栄養経営実践協会代表理事
東京医科大学病院 栄養管理科 
科長

6h
組織論

人材教育
マネジメント

人材教育の現状
山下 茂子
日本栄養経営実践協会理事
熊本県立大学環境共生学部非
常勤講師

4h人材教育の実際

人事評価・労務管理

多職種協働
コミュニケーション

コミュニケーション・マネジメント 秋山 和宏
日本栄養経営実践協会副代表理事
東葛クリニック病院副院長

4h
伝わるコミュニケーション

病態栄養 疾患の理解と栄養管理

吉田 貞夫
日本栄養経営実践協会理事
医療法人ちゅうざん会ちゅうざん病院
副院長、金城大学 客員教授

6h

お問い合わせ先／一般社団法人 日本栄養経営実践協会 事務局　TEL.03-5289-7021　FAX.03-5289-7022　http://nutrition-management.jp

一
般
社
団
法
人
日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
宮
澤
靖
）は
、
２
０
１
９
年
度
よ
り
栄
養
経
営
士
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
資
格
認
定
試
験
に
加
え
、定
め
ら
れ
た
研
修
を
受
講
・
修
了
す
る
こ
と
で
資
格
を
取
得
で
き
る「
資
格
認
定
研
修
」を
新
設
す
る
。

「
資
格
認
定
研
修
」制
度
が
ス
タ
ー
ト

６
科
目
30
時
間
の
研
修
で
資
格
取
得
が
可
能
に

●発　行／一般社団法人
 日本栄養経営実践協会 
 （JANMP）
〒101-0042
東京都千代田区神田東松下町17
ニッテン神田ビル3階
●制　作／株式会社日本医療企画

現
場
を
熟
知
し
た
講
師
か
ら

実
践
で
き
る
知
識
を
学
ぶ

栄
養
経
営
士
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で「
資
格
認
定
基
礎

講
習
」を
教
室
ま
た
は
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
よ
り
修
了
し
た

後
、「
資
格
認
定
試
験
」を

受
験
、
合
格
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
試
験
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ま
た
受
験
生
の
自
学
自

習
以
外
に
、
協
会
と
し
て

資
格
取
得
に
向
け
て
学
ぶ

場
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
度
所
定

の
研
修
を
受
講
し
、
修
了

す
る
こ
と
で
資
格
取
得
が

可
能
と
な
る「
資
格
認
定

研
修
」制
度
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
資
格
認
定
研
修
」は
全

30
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
学
ぶ
内
容

は「
資
格
認
定
試
験
」の
出

題
科
目
で
あ
る「
病
棟
業

務
管
理
」「
コ
ス
ト
管
理
」

「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
人
材
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
多
職
種
協
働
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
病
態
栄

養
」の
６
科
目
。
テ
キ
ス

ト
は「
栄
養
経
営
士
テ
キ

ス
ト
」を
使
用
す
る
。
受

講
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目

ご
と
に
開
催
さ
れ
る
研
修

に
つ
い
て
、
自
身
の
予
定

に
合
わ
せ
て
日
程
を
選

択
。
６
科
目
す
べ
て
を
受

講
し
、
修
了
す
る
こ
と
で

受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

大
き
な
特
長
と
な
る
の

は
、
各
科
目
を
教
え
る
講

師
を
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス

ト
の
著
者
で
あ
り
、
協
会

の
役
員
を
務
め
る
先
生
方

が
担
当
す
る
と
い
う
こ

と
。
受
講
者
は
宮
澤
靖
代

表
理
事
を
は
じ
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
豊
富
な
経

験
を
有
す
る
講
師
か
ら
直

接
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
栄

養
経
営
士
と
し
て
必
要
な

知
識
と
専
門
性
を
身
に
付

け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

講
師
の
熱
意
や
想
い
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
は
、
日
々

の
業
務
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
改
め
て
高
め
る

こ
と
に
も
な
る
は
ず
だ
。

栄
養
経
営
士
と
し
て
の

学
び
直
し
に
も
最
適

こ
の「
資
格
認
定
研
修
」

は
、
こ
れ
か
ら
栄
養
経
営

士
を
目
指
す
方
だ
け
で
な

く
、
す
で
に
資
格
を
取
得

し
て
い
る
栄
養
経
営
士
も

受
講
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
自
身
が
学
び
た
い
科

目
の
み
を
選
択
し
て
受
講

で
き
る
た
め
、
業
務
の
な

か
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
自
身
が
抱
え
る
課
題

に
直
結
し
た
内
容
を
学
ぶ

こ
と
で
、
現
場
に
お
け
る

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
だ

栄
養
経
営
士
の
資
格
取
得
に
新
た
な
ル
ー
ト
が
誕
生

ろ
う
。

「
資
格
認
定
試
験
」を
受

験
す
る
際
に
は
テ
キ
ス
ト

を
読
ん
で
勉
強
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
改
め
て
学
び

直
す
機
会
が
な
い
と
い
う

方
も
少
な
く
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。し
か
し
、

そ
れ
で
は
せ
っ
か
く
学
ん

だ
こ
と
も「
試
験
の
た
め

の
知
識
」に
と
ど
ま
っ
て

し
ま
う
。

栄
養
経
営
士
は
資
格
取

得
が
目
的
で
は
な
く
、
資

格
を
取
得
し
た
後
、
テ
キ

ス
ト
を
通
し
て
学
ん
だ
栄

養
経
営
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

業
務
に
落
と
し
込
み
、
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

資
格
取
得
後
も
継
続
し
た

学
び
の
な
か
か
ら
知
識
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
す
で
に
栄

養
経
営
士
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
皆
様
に
も
、
ぜ

ひ
本
研
修
の
受
講
を
お
勧

め
し
た
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
日
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
あ

る
。
具
体
的
な
日
程
や
時

間
、
受
講
料
な
ど
は
そ
ち

ら
で
確
認
し
て
欲
し
い
。

こ
の
研
修
に
よ
り
、
栄
養

経
営
士
の
す
そ
野
が
さ
ら

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

「栄養経営士」資格認定基礎講習修了

「栄養経営士」資格認定基礎講習（１日）「栄養経営士」資格認定研修

（30時間）

「栄養経営士」資格認定研修修了
「栄養経営士」資格認定試験受験

「栄養経営士」認定証（会員証）交付

「栄養経営士」資格認定・日本栄養経営実践協会入会

入会・資格認定審査

日本栄養経営実践協会資格認定登録申請

「栄養経営士」資格認定試験合格

〈従来の資格取得ルート〉〈新設される資格取得ルート〉
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日本栄養経営
実践協会
推薦図書

ヘルスケア・レストラン
病院・福祉施設などの栄養ケアの向上に役立つ、
管理栄養士・栄養士必読マガジン！

話す！ 触れる！ 実践できる！
ベッドサイドでの栄養アセスメント
フィジカルアセスメントの重要性を再確認し、
現場で即実践できる
“ファーストステップ”を紹介する。

3月号 特集

毎月20日発行　A4判　76ページ
定価：1,188円（税込）
年間購読料：14,256円（税込）
会員価格11,400円（税込）

栄養経営エキスパート
臨床栄養管理の結果をしっかりと出せる
管理栄養士のマネジメントリーダーの育成をめざした隔月刊誌

栄養管理のジレンマと
栄養補助食品の活用
エネルギー摂取と栄養素のバランスをどう組み合わせ
病態のコントロールと低栄養のリスク回避を図るか
市販の栄養補助食品を活用しながら
課題に取り組む事例を通して考察していく。

3-4月号 特集

隔月（偶数月）8日発行　A4判　64ページ
定価：1,620円（税込）
年間購読：9,720円（税込）
会員価格7,776円（税込）

★会員価格でのお申し込みは、
日本栄養経営実践協会の
webサイトにある「推薦図書
購入方法」をご確認の上、会
員専用注文書をダウンロード
して出力、必要事項をご記入
のうえFAXでお送りください。
★このほかにも、栄養に関するさ
まざまな推薦図書がございま
す。詳しくは会員専用注文書
をご覧ください。

日本栄養経営実
践協会のサイトは
こちらから！

第４回「全国栄養経営士のつどい」 大阪大会  プログラム
講演内容と演者（敬称略）

開会あいさつ
10：00～10：10

宮澤　靖
一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事
前島 美千枝
日本栄養経営実践協会 関西支部長

基調講演
10：10～11：00
（質疑応答含む）

“適塩活動”による重症化予防に向けた地域づくりと
管理栄養士の役割
八田　告
八田内科医院 理事長／院長
近江八幡市立総合医療センター 腎臓センター顧問 

特別講演
11：00～11：50
（質疑応答含む）

在宅療養サポートチーム(hST)のなかで求められる
栄養部門の知識と役割
西山 順博
西山医院院長

昼休憩
11：50～13：00 協賛企業によるPRタイム（予定）

栄養経営士による
実践報告 Ⅰ

13：00～13：30
13：30～14：00

①13：00～13：10　現場報告者（栄養経営士）
②13：10～13：20　現場報告者（栄養経営士）
③13：20～13：30　現場報告者（栄養経営士）
パネルディスカッション・質疑応答
＜座長＞山下 茂子
一般社団法人日本栄養経営実践協会理事
大谷 幸子
一般社団法人日本栄養経営実践協会理事

栄養経営士による
実践報告 Ⅱ

14：10～14：40
14：40～15：10

④14：10～14：20　現場報告者（栄養経営士）
⑤14：20～14：30　現場報告者（栄養経営士）
⑥14：30～14：40　現場報告者（栄養経営士）
パネルディスカッション・質疑応答
＜座長＞ 山下 茂子
一般社団法人日本栄養経営実践協会理事
真壁　昇
一般社団法人日本栄養経営実践協会理事

多職種による
特別ディスカッション

15：30～16：20

多職種連携のなかで求められる栄養経営士の新たな役割
＜座長＞ 吉田 貞夫
一般社団法人日本栄養経営実践協会理事
＜パネリスト＞
梶原克美
近畿大学医学部附属病院 栄養部技術科長補佐
金元　隆
南港病院 リハビリテーション科 作業療法士（OT）
浅田宗隆
松下記念病院 看護部（地域包括ケア病棟）／看護師／NST専門療法士
真野有紀
うえろく株式会社上六薬局　管理薬剤師

講評・表彰
16：20～16：35
閉会あいさつ

16：35～16：40

懇親会
17：00～18：50 全国栄養経営士情報交換会

腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
政
中
心
に
動
い

て
い
る
の
は
皆
様
も
ご
存

じ
の
通
り
で
す
。
こ
れ
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機

能
さ
せ
る
た
め
に
各
地
域

で
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
本
講
演
で
は

京
都
で
実
践
し
て
い
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
、
管
理

栄
養
士
に
期
待
さ
れ
る
役

割
に
つ
い
て
、皆
様
と
一
緒

に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
宅
療
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム（
h
S
T
）の
な
か
で
求

め
ら
れ
る
栄
養
部
門
の
知

識
と
役
割

在
宅
療
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
（H

om
e care 

Support Team
 : hST

）
で

の
栄
養
部
門
の
役
割
は
３

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は

「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
の

緩
和
ケ
ア
と
し
て
の
栄
養

管
理
」
、
２
つ
目
が
「
フ

レ
イ
ル
予
防
と
し
て
の
栄

養
管
理
」
、
そ
し
て
最
後

が
「
メ
タ
ボ
予
防
と
し
て

の
栄
養
管
理
」
で
す
。
で

は
、
ど
う
し
て
こ
の
３
つ

な
の
か
？　

在
宅
医
の
立

場
か
ら
、
現
場
の
声
を
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

３
月
10
日（
日
）の
開
催
が
迫
っ
て
き
た「
第
４
回
全
国
栄
養
経
営
士
の
つ
ど
い　

大
阪

大
会
」。今
回
は
直
前
情
報
と
し
て
、本
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
す
る
。

仲
間
と
学
び
、多
職
種
と
の
相
互
理
解

を
深
め
、地
域
で
の
栄
養
経
営
士
の

役
割
を
考
え
よ
う
！

第
４
回
大
阪
大
会
の

テ
ー
マ
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
時
代
が
求
め
る
栄
養
経

営
士
の
役
割
と
活
動
～
重

症
化
予
防
か
ら
医
療
・
介

護
の
連
携
～
」。
地
域
で

の
「
重
症
化
予
防
」
と

「
医
療
・
介
護
の
連
携
」

の
な
か
で
管
理
栄
養
士
に

求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い

て
、
多
職
種
で
考
え
、
追

求
し
て
い
く
の
が
本
大
会

第
４
回「
全
国
栄
養
経
営
士
の
つ
ど
い
」 

大
阪
大
会  

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

の
目
的
で
あ
る
。

基
調
講
演
で
は
八
田
内

科
医
院
理
事
長
・
院
長
の

八
田
告
氏
に
、
地
域
で
実

践
さ
れ
て
い
る
糖
尿
病
の

重
症
化
予
防
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
そ
の
な
か
で
管
理
栄

養
士
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ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
の
か
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し
て

い
く
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特
別
講
演
で
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西
山
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院
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の
西
山
順
博
氏
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在
宅
療
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
で
の
栄
養
部
門
の
役
割

を
解
説
。
病
院
か
ら
在
宅

へ
と
大
き
く
移
行
し
て
い

く
な
か
で
管
理
栄
養
士
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
は
何

か
、
在
宅
医
の
立
場
か
ら

語
っ
て
い
た
だ
く
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特
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
多
職
種
連
携
の

な
か
で
求
め
ら
れ
る
栄
養

経
営
士
の
新
た
な
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
、
吉
田
貞
夫

理
事
を
座
長
と
し
て
リ
ハ

職
、
看
護
師
、
薬
剤
師
な

ど
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
参
加

し
て
行
わ
れ
る
。
多
職
種

が
栄
養
経
営
士
に
ど
ん
な

役
割
を
求
め
期
待
し
て
い

る
の
か
、
生
の
声
が
聞
け

る
貴
重
な
機
会
と
な
る
だ

ろ
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は

懇
親
会
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
は
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
栄
養
経
営
士
の

仲
間
や
理
事
の
先
生
方
と

交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。
普
段
は
会
え
な
い
仲

間
と
つ
な
が
る
絶
好
の
機

会
な
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
。

当
日
は
講
演
や
交
流
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
学
び
や

気
づ
き
を
手
に
入
れ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
経
験

が
、
栄
養
経
営
士
と
し
て

の
活
動
の
幅
を
広
げ
て
く

れ
る
は
ず
だ
。

講
演
者
の
八
田
告
氏
と

西
山
順
博
氏
か
ら
は
、
栄

養
経
営
士
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
ち
ら
を
読
ん
で
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に

講
演
を
聞
き
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
。

講
演
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

〝
適
塩
活
動
〟に
よ
る
重
症

化
予
防
に
向
け
た
地
域
づ

く
り
と
管
理
栄
養
士
に
期

待
さ
れ
る
役
割

糖
尿
病
に
よ
る
透
析
患

者
が
増
加
し
、糖
尿
病
性

八田　告氏
八田内科医院 理事長・院長／近江八幡
市立総合医療センター 腎臓センター顧問

西山順博氏
西山医院院長
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の変更による改善事例を挙げ「一人ひとりポイン
トが違うので大変だが、その人に合ったものを探
して」と個別の対応をとるよう勧めました。ただし
「小豆味なら食べてくれるからと言って、ずっと
同じでは飽きてしまう。ぜひ味のローテーション
を」と患者さんへの配慮を訴えました。
　また、うつ病による食事量の低下と認知症によ
る摂食障害の見極めについて「高齢者の場合は似
た症状となる場合があるが、本人から『私はもうダ
メなんでしょ』といった訴えや絶望感が強い場合
はうつ病を疑ったほうがよい」と説明しました。
　フレイルと認知症の関係についても触れ、フレ
イルだと認知症発症リスクが高いことや、ESPEN
のガイドラインについても説明し、吉田理事が診
察された患者さんの症例も紹介しました。

食べるためには排泄の管理も大切
　第2部は排泄に焦点を当て「食べること、排泄
することを支える栄養管理の工夫」という題で
行われました。まずは日本人に多い便秘の話か
ら入り、下剤の酸化マグネシウムによる高マグ
ネシウム血症について「腎機能がほぼ正常でも
発症した例もある。飲み始めて3カ月くらいはモ
ニタリングを」と話しました。
　下痢については「日本人には乳糖不耐症が多
いので、乳酸菌製剤に含まれる乳糖でも下痢を
起こすことがある」とし、腸内環境を整え便秘・下
痢ともに有効とされるグアガム加水分解物
（PHGG）について紹介しました。
　最近話題の腸内フローラ（腸内細菌叢）につい
ても触れ、吉田理事が自分の体を使って行った食
事による腸内環境の改善結果も発表しました。確
かに数値は良くなっていたのですが「やめてしま

協会理事登壇のセミナーレポート
　2019年1月19日（土）、神奈川県栄養士会主催
の吉田貞夫理事が講師を務めた栄養学術研修会
「吉田貞夫の食と排泄を楽しく学ぶ栄養ライブ」が
行われました。当日は曇り空の寒い日でしたが、会
場には多くの参加者が出席し、吉田理事の講演
（ライブ）を熱心に聞き入っていました。

認知症患者の摂食障害への対応は？
うつ病との違い、フレイルとの関連性も
　食事、排泄、コミュニケーションと3分割された
内容の最初の講義は「認知症の摂食障害とその
対応～食べてもらえないとき…あなたはどうす
る？～」。最初に吉田理事は認知症についていろい
ろな情報を紹介し、「オーストラリアの死因の第二
位は認知症」「日本では認知症を合併していても、
死因は肺炎とされることが一般的だが、海外では
主疾患が認知症であれば死因は認知症になる」な
ど、日本だけでなく海外の状況も取り上げました。
国によって認識が異なるというのは、初めて聞い
た方も多かったのではないでしょうか。
　認知症患者の食事については「甘いものは食
べた」「おにぎりなら食べた」といった食事形態

うと元に戻ってしまう」とのことで、ずっと続けな
ければならないのが難しいところです。

プレゼンテーションは人のまねではダメ
自分のオリジナリティを大切に
　第3部は「相手のココロをガッチリつかむ！イベ
ント、講演やカウンセリングで使えるコミュニ
ケーション術？」と題して、吉田理事が今までつ
ちかってきたノウハウを紹介しました。「コミュニ
ケーションはCAさんと美容師さんから学べ！」
「クレームは宝物」といった教訓にはじまり、プレ
ゼンテーションのコツを4つのステップに分けて
紹介。「難しい内容はネタで盛り上げて、笑って
もらって内容に親しみを持ってもらう」といった
ご自身の手法を紹介しつつ「有名人や上手い人
をそのままモノマネしてもダメ。自分のオリジナ
リティを大切にして」とアドバイスしました。
　たしかにこの日の講演を振り返ると、内容は真
面目で難しいながらも、笑いあり、小ネタありで
最後まであきさせない工夫がされていました。
機会があればぜひ皆さんも、吉田理事の“ライ
ブ”に参加してみてください。きっと、楽しんで学
んでいただけるとともに、プレゼンテーションの
ノウハウを肌で感じることができると思います。

セミナー　学会　研究会　講演
外に出て学び、自分の可能性を広げよう！

講義が終わったあとも笑顔を絶やさない吉田貞夫理事

日々の業務に追われ、病院や施設のなかにばかり閉じこもっていませんか？　外に出て最新情報に触れ、専門知識を深め、栄
養経営士としてより良い栄養ケアを実践しましょう！　今回は当協会の吉田貞夫理事が登壇されたセミナーレポートと、この時
期の最大イベントである第34回日本静脈経腸栄養学会学術集会の模様をお届けします。

難しい内容も軽妙な口調で長時間の講義でもあきさせない工夫が

第34回日本静脈経腸栄養学会学術集会：JSPEN2019
2019年2月14、15日（木・金）に「第34回日本静脈経腸栄養学会学術集会（JSPEN2019）」が東京・品川で行われまし
た。会場は朝からたくさんの参加者でにぎわい、どの会場でも熱心に講演に聞き入る姿が見られました。
1日目　日本静脈経腸栄養学会（JSPEN）は臨床
栄養学における世界最大規模の学会であり、学
術集会の参加者は1万人を超えると言われてい
ます。今年の大会は品川にあるプリンスホテル
高輪エリアの複数の施設で行われました。
　初日は朝9時から各会場でプログラムがはじ
まり、午後からはJSPENの東口髙志理事長の講
演がありました。JSPENの歩みと現状の取り組
み事例を紹介しつつ、これからの日本の栄養に
ついて「医療の外に出ていかなければ」として社

会栄養学の必要性を説きました。
　「シンポジウム05認知症高齢者の摂食障害と
その対応」では当協会の吉田貞夫理事が司会と
して登場。会場に入りきれないほどの人が集ま
り、現場での関心の高さがうかがえました。発表
では「問題行動を問題としない、すぐに拒食と判
断せずに『何をサポートすればよいか』を考える」
「薬を見直してADLの低下や食欲減退、味覚障
害などを軽減させる」などで食事摂取量が増加、
栄養状態が改善した例などの報告がありまし
た。
2日目　「一般演題（ポスター）45地域連携・在宅
栄養1」で、当協会の秋山和宏副代表理事が座長
を務められました。在宅を中心にさまざまな取り
組みが発表されましたが、食形態の共通化を連
携時の課題とし、その対策に触れたものもいく
つかありました。また在宅では「誰に栄養相談を
すればよいのかわからない」という声があり、地
域で安心して栄養相談ができる仕組みづくりを
進めていく必要がありそうです。ここはぜひ、栄

養経営士の活躍を期待したい
ところです。
　「学術セミナー10」では宮
澤靖代表理事が登壇、諸外国
に比べ対応が遅れている日本
で の 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患
（COPD）に関する状況を説明
しました。講演の後半では3月
発売の高濃度栄養食が紹介され、COPDのほ
か、がんなどへの活用法が提案されました。
　2日目も夕方6時までプログラムは続き、最後
は閉会挨拶で終了しました。大会参加者は管理栄
養士をはじめ、医師、看護師、リハ職等多岐に渡っ
ていましたが、全員が心をひとつにして栄養につ
いて真剣に考え、検討し、議論した2日間でした。

ポスター発表「地域連携・在宅栄養1」で座長を務められた秋山和宏副
代表理事と、訪問看護ステーションでの栄養療法への取り組みを発表
している黒沢勝彦氏（LIC訪問看護リハビリステーション所長／看護師）

○セミナーや学会で外に出て、さまざまな情報に
触れることで、気づきや新たな目標などが生ま
れるのではないでしょうか。そして新たな取り組
みをはじめたときには、ぜひ当協会のfacebook
を活用してご報告ください！　今回のJSPENの
レポートや協会からのお知らせ、研究会・セミ
ナーの情報等を発信しております。
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「個人正会員」更新手続きのご案内

一般社団法人日本栄養経営実践協会　事務局
TEL：03-5289-7021　FAX：03-5289-7022

2019年4月19日に個人正会員有効期限および年会費の満了を迎えられる皆さまに、事務局より更新手続きの書類をお送りしております。2019年4月20日
以降も個人正会員ならびに栄養経営士としての認定資格を継続いただくには、更新手続きと年会費の納入が必要となります。お手続きのほど、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

受付期間 2019年3月19日（火）必着
納入金額 更新手数料5,000円 ＋ 年会費10,000円

合計15,000円　※振込手数料はご負担ください。

提出課題 右の表から１つ選んでお送りください

資格更新に関するお問い合わせ先※更新手続きの詳細は、お送りした書類を必ずご確
認ください。

※お振込みと申請書類が確認できましたら、事務局
よりメールをお送りいたします。
※書類が届かない場合や紛失した場合には、速や
かに事務局までご連絡ください。

申請書類 ○個人正会員更新申請書
○履歴書（過去3年分の履歴）
○提出課題用紙
※3点とも事務局から送付したものを使用
※証明写真は、登録申請前６カ月以内に撮影した無帽、正面、
　上三分身（おおむね胸から上）、無背景の縦3㎝、横2.4㎝の
　写真（カラー・白黒問わず）、普通紙不可

栄養経営士が知っておきたい！

イベント
情報掲示板

栄養経営士に求められるのは、さまざまな情報へのアンテナを張り、

自身の知識・スキルを常にアップデートしておくこと。そのための貴重

な機会である、全国で開催されるイベント情報を、支部の研究会を中

心に掲載します。

医療・介護の現場にマッチする人財の採用方法を考える

「採用率が大幅に変わるノウハウと
戦略がわかる採用ブランディング」

　医療・介護現場の「人財確保」をテーマに開催。スタッフの定着

率を上げる効果的な求人方法とは何か。「採用活動をデザインす

る！」という観点から、基本的なブランディングの考え方について講義

とワークショップを通じて学びます。

○日　程：2019年3月23日（土） 14:00 ～ 17:00

○講　師：西江順也氏（株式会社アイディーエイ ビジネスデザイ

ン事業部 部長）
藤原彰人氏（株式会社アイディーエイ ビジネスデザイ

ン事業部 アカウントプランナー）

○受講料：【会員】2,000円（税込）　【一般】3,500円（税込）

※研究会終了後、懇親会を予定（自由参加　会費：4,000円）

○会　場：上田公認会計士事務所セミナールーム

　　　　（大阪市中央区道修町1-7-10 扶桑道修町ビル2F）

○定　員：35名（先着順）

○お問い合わせ：株式会社日本医療企画 関西支社（担当：喜津木）

TEL:06-7660-1761

3経営士合同研究会

2019年4月期限の会員の皆さまへ
【年会費納入のご案内】

　本年4月に年会費の有効期限を迎える会員の皆さまに、当協会
より、年会費納入のご案内を1月中に郵送しております。
　ご確認とお手続きを、どうぞよろしくお願い申し上げます。

○対象者：有効期限が「2019年4月19日」の個人正会員、栄
養経営サポーター

○年会費：【個人正会員】10,000円
　　　　　【栄養経営サポーター】8,000円
○支払期限：3月19日（火）までに指定口座へ振込
○お問い合わせ：一般社団法人日本栄養経営実践協会
　　　　　　　  TEL：03-5289-7021

協会事務局より

栄養士のための栄養指導に
役立つ薬のはなし講座
　薬の基本的な知識と、日本人に多く見られる生活習慣病の治療薬が学べ、日頃、栄養士として疑問に感じている薬の働きなどがわかるセミナーです。

○日　程：2019年3月24日（日）　10：00～13：00
○講　師：佐伯有美氏（名古屋医専 看護学科薬理学講師、薬剤師）○受講料：5,000円
○会　場：TSS名古屋セミナールーム

（愛知県名古屋市中区丸の内2-18-14
 LANDSQUARE MARUNOUHI 8F）

○お問い合わせ：株式会社東洋システムサイエンス 名古屋営業所　　　　　　　　TEL：052-684-6712

セミナー情報

第16回 日本口腔ケア学会
　　　  総会・学術大会
　高齢者の健康寿命の延伸が重要な課題となっているところから

「人生100年時代の口腔ケア」をメインテーマとし、活発な学術交

流が行われる予定です。

○日　程：2019年4月27日（土）・28日（日）

○プログラム：特別講演、コンセンサスカンファレンス、教育講演、

シンポジウム、ワークショップ、ハンズオンセミナー、

ランチョンセミナー等を予定

○参加費：メディカルスタッフ【一般】12,000円

○会場：愛知学院大学名城公園キャンパス

　　　　（愛知県名古屋市北区名城3-1-1）

○お問い合わせ：愛知学院大学歯学部 高齢者歯科学講座内

　　　　　　　　第16回日本口腔ケア学会総会・学術大会事務局

　　　　　　　　TEL: 052-759-2111

学術大会

条件
①「全国栄養経営士のつど
い」における実践報告およ
び登壇者

②「栄養経営士」としての
自身の実践活動を詳述した
レポートの提出

③協会機関紙、推薦図書
への記事投稿・掲載

④栄養経営に関する講演
や演題発表、論文投稿

⑤「栄養経営士テキスト」か
らの学びを詳述したレポー
トの提出

該当する
もの

・第1回2016年開催in東京
・第2回2017年開催in福岡
・第3回2018年開催in札幌
・第4回2019年開催in大阪

・『NMEニュース』
・『栄養経営エキスパート』
・『国民の栄養白書』
・『ヘルスケア・レストラン』

・他学会
・協会の機関紙誌等
・学術誌
・一般商業誌等
・その他

提出課題 提出課題用紙のみ提出
提出課題用紙＋レポート

（1,000～2,000字程度）
を提出

提出課題用紙のみ提出 提出課題用紙＋記事のコ
ピーを提出

提出課題用紙＋レポート
（1,000～2,000字程度）
を提出


